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令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
川
越
教
育
長

が
、
福
生
市
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

近
年
の
予
測
が
困
難
な
社
会

に
お
い
て
、
自
分
の
人
生
を
切

り
拓
い
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、

生
き
て
働
く
「
知
識
・
技
能
」

の
習
得
、
未
知
の
状
況
に
も
対

応
で
き
る
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
」
の
育
成
、
学
び
を

人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す

る
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
」
の
涵
養
の
３
点
を
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

ま
た
、
幼
児
期
に
お
け
る
教

育
が
、
そ
の
後
の
学
力
や
運
動

能
力
や
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
生

活
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研

究
が
進
展
し
て
お
り
、
読
み
書

き
な
ど
、
数
値
化
で
き
る
認
知

能
力
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
能

力
の
土
台
と
な
る
「
学
び
に
向

か
う
力（
社
会
情
動
的
ス
キ
ル
）」、

非
認
知
的
な
能
力
を
育
む
こ
と

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
就
学
前
教
育

か
ら
目
標
や
意
欲
、
興
味
・
関

心
を
持
ち
、
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
や
集
中
力
、
や
り
と

げ
る
力
な
ど
の
「
学
び
に
向
か

う
力
」
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
よ
り
一
層
の
き

め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
す
。

福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、

第
一
次
ふ
っ
さ
っ
子
未
来
会
議

に
よ
る
提
言
の
具
現
化
を
図
っ

た
計
画
、
施
策
を
順
次
進
め
て

お
り
、
諸
課
題
も
大
き
く
改
善

の
傾
向
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
様
々
な
社
会
状
況
や
こ

れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
、
福

生
市
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
第

５
期
福
生
市
総
合
計
画
及
び
、

市
長
に
お
い
て
新
た
に
策
定
さ

れ
た
福
生
市
教
育
大
綱
の
も
と
、

福
生
市
教
育
振
興
基
本
計
画
も

第
２
次
と
し
て
、
今
後
10
年
間

の
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。例

年
行
っ
て
い
る
外
部
評
価

者
に
よ
る
点
検
評
価
や
、
第
二

次
ふ
っ
さ
っ
子
未
来
会
議
で
の
協

議
な
ど
を
踏
ま
え
、
福
生
市
教

育
振
興
基
本
計
画 

第
２
次
に
掲

げ
て
い
ま
す
四
つ
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
、
令
和
２
年
度
教
育

方
針
を
ま
と
め
ま
す
。

基
本
方
針
１
「
子
ど
も
た
ち

の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
と
個

を
伸
ば
す
教
育
の
充
実
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
基
礎
的
な
知

識・技
能
を
習
得
し
、
そ
の
知
識・

技
能
と
既
存
の
知
識
を
組
み
合

わ
せ
、
様
々
な
場
面
で
主
体
的

に
判
断
し
、
他
者
と
協
働
し
て

課
題
を
解
決
で
き
る
力
を
育
む

た
め
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業

改
善
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
生
市
独
自
の
学

習
状
況
調
査
を
行
い
、
一
人
ひ
と

り
の
学
力
の
伸
び
を
分
か
り
や

す
く
示
し
、
学
習
意
欲
の
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。

就
学
前
教
育
と
小
学
校
教
育

の
一
層
の
円
滑
な
接
続
と
し
て
、

東
京
都
教
育
委
員
会
の
研
究
指

定
地
区
を
受
け
非
認
知
的
な
能

力
の
育
成
を
軸
に
実
践
研
究
を

推
進
し
ま
す
。

不
登
校
特
例
校
分
教
室
の
開

設
に
つ
い
て
も
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
有
意
義
な
教
育
活
動
に

な
る
よ
う
展
開
し
ま
す
。

加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
な
体
を
つ
く
り
、
学
校
給

食
の
委
託
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
食
育
の
推
進
や
安
全
で
安

心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
充

実
、
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
可

能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
社

会
で
輝
く
力
を
培
う
た
め
に
、

関
連
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

指
導
・
支
援
体
制
の
強
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
変
化
の
激
し
い

社
会
で
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

実
現
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

や
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針
２
の
「
教
育
施
策

推
進
の
た
め
の
環
境
整
備
」で
は
、

学
習
指
導
要
領
が
掲
げ
る
開
か

れ
た
教
育
課
程
の
実
現
に
向
け
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
や
教
職
員
の

働
き
方
を
見
直
し
、
専
門
家
な

ど
地
域
の
多
様
な
人
材
を
活
用

す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
長
期
的
な
視
点
を
も
っ

た
施
設
・
設
備
等
の
計
画
的
な

整
備
を
図
り
、
安
全
・
安
心
で

質
の
高
い
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
に
努
め
ま
す
。

基
本
方
針
３
の
「
生
涯
を
通

じ
た
学
び
に
よ
る
豊
か
な
地
域

づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
で
は
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
活
躍
で
き

る
よ
う
、
学
習
活
動
や
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
参

加
す
る
機
会
や
環
境
の
充
実
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
文
化
財

の
調
査
・
保
全
、
伝
統
芸
能
や

祭
事
の
伝
承
な
ど
の
取
組
を
通

じ
、
歴
史
遺
産
の
保
全
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
よ
り
一
層

努
め
ま
す
。

基
本
方
針
４
の
「
地
域
社
会

総
が
か
り
で
の
教
育
の
推
進
」

で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
で
連
携
・
協
働
を
推
進
す

る
た
め
の
仕
組
み
の
構
築
を
進

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と

他
世
代
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
ま
す
。

東
京
都
や
大
学
と
の
連
携
も

深
め
つ
つ
、
本
市
独
自
の
先
駆

的
な
取
組
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
施
策
展
開
と
な

る
よ
う
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
明
ら
か

に
し
た
子
ど
も
一
人
一
人
の
「
伸

び
る
・
育
つ
」
が
実
感
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

「
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通

し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
」

と
い
う
理
念
を
共
有
し
、
機
能

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

学
校
の
中
だ
け
で
教
育
を
完
結

さ
せ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
に
よ
る
「
人
づ
く
り
」

こ
そ
が
、
持
続
的
に
発
展
す
る

福
生
市
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、

未
来
へ
の
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。

第
５
期
福
生
市
総
合
計
画
が
掲

げ
て
い
ま
す
「
人
を
育
み　

夢

を
育
む　

未
来
に
つ
な
が
る
ま

ち　
ふ
っ
さ
」
の
実
現
に
向
け
、

そ
し
て
、
福
生
市
の
教
育
の
発

展
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
、
取
組

み
ま
す
。

令
和
２
年
度

福
生
市
教
育
方
針

〇幼児・児童の社会情動的スキル（非認知能力）を育むため、慶應義塾大学と東京都
教育委員会と共同して幼保小接続の現状把握、教育の質の調査・分析を行い、大学
から専門的な助言を受けます。
〇中学校における不登校生徒への支援の在り方として、学校復帰のみを目指すのでは
なく、社会的自立に向けた支援機能を備えた施設として、不登校特例校分教室を新
たに設置します。
〇福生市学力・学習状況調査を、小学校第２学年から中学校第３学年まで毎年度継続
して実施することで、学力調査等のデータ分析を基に、個に応じた学びの実現に向
けた指導が実施できるようにします。
〇学校給食費の公会計化及び調理業務等の委託化により、安全で安心な学校給食を提
供し、食育の充実に努めます。
〇市制50周年及びふっさっ子の広場・学童クラブ一体型事業の一環として、合同で
福生かるたを作成し、かるた大会を実施します。
〇市制施行50周年記念事業として、市民音楽講座及び市民音楽団体の合唱・合奏の
発表を、「過去」、「現在」、「未来」をテーマにして３部構成で実施します。
〇市制施行50周年記念事業として、著名なジャーナリストを講師に迎えて、国際情
勢や社会問題、地域課題、公民館の役割や学びの大切さについて特別講演会を実施
します。
〇市制施行50周年記念事業及び第50回記念市民文化祭として、大ホールで開場式
を開催した後、福生及び福にちなんだ発表を行います。

令和２年度実施計画から主な取組を紹介します 令和２年度教育費予算の内訳
令和２年度福生市一般会計予算247億 8千万円が３月の市議会定例会で認定され、

そのうち教育費は 13.5％の 33億 3527 万９千円の予算額となりました。

教育総務費　14億 2,795 万円
教育委員会とその事務局、小中学校の教育指
導に要する経費

小学校費　5億 2,583 万 9千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

中学校費　2億 5,269 万 2千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

社会教育費　8億 5,995 万２千円
公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、
茶室の運営や、青少年の健全育成、文化財保
護などに要する経費

保健体育費　2億 6,884 万 6千円
体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの
推進事業に要する経費

教育総務費
42.8％

小学校費
18.8％

中学校費
7.6％

社会教育費
25.8％

保健体育費
8.0％

教育費
33億 3,527 万

9千円

福
生
市
教
育
振
興
基
本
計
画

［
修
正
後
期
］
の
計
画
期
間
が

令
和
元
年
度
に
終
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
社
会
状
況
の
変
化
や

新
た
な
教
育
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
10
年

間
の
新
た
な
計
画
と
し
て
、
福

生
市
教
育
振
興
基
本
計
画
第
２

次
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
福
生
市
教
育
委
員
会

は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
各
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
内
各
図
書
館
、
市

役
所
情
報
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
５
５
１・１
９
３
０

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
年

間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
企
画・開
催
し
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
令
和

２
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３

月
31
日
の
２
年
間
で
す
。

 

問
合
せ  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

☎
５
５
２・５
５
１
１

福
生
市
教
育
振
興
基
本
計
画

第
２
次
を
策
定
し
ま
し
た

福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

氏名（敬称略）
小口　健作 五十嵐　広治

沖山　健司 阪上　孝男

沖山　裕子 荒井　将次

女屋　仁美 志村　華奈

天野　涼夢


